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ハルビン氷祭り開催 

  

 1月 5日、新潟市の友好都市ハルビン市で今年も「ハルビン氷雪節（氷まつり）」が開

幕した。このまつりは 1985 年からつづく氷と雪をテーマにしたまつりで、今年で 30 回目

となる。会場は太陽島公園、兆麟公園、氷雪大世界の 3 つからなる。今年のテーマは「雪

と氷の 50年、魅力的な街ハルビン」。2月末まで開催されている。 

また、氷まつりと同時期、1月 5日から 8日、「寒冷地博覧会」が開催された。この博覧

会は寒冷地に関する商材を取り扱う展示会となっており、中国国内外から 152 社もの企業

が参加し、成約プロジェクト金額は 22億元をベースに、展示会の総面積は 2.4万平方メー

トル、出展企業数は約 350 企業と、昨年の倍の規模となった。扱われる商材は、除雪設備

や、寒冷地用の材料や技術など、全て寒冷地に関係するものばかりだ。ハルビンならでは

の専門的な展示会といえる。当事務所もハルビン市政府から招待を受け、ブースを出展し

た。主に、新潟の冬の観光資源であるスキー場などを中心に来場者に PRした。（笠原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国北京市東城区建国門内大街 18号 
恒基中心 1－704号室  
http://city.niigata.org.cn/ 1月 30日発行 

報告１

１            

ハルビン氷まつり会場。全て氷でできている ハルビン市の目抜き通り「中央大街」。華やか 

にイルミネーションで彩られている 

寒冷地博覧会新潟ブース 

http://city.niigata.org.cn/
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2014年 日中友好成人式が開かれる 

 

 恒例となった日中友好成人式が 1月 11日、北 

京にある日本大使館ホールで開かれ、およそ 180 

名の若人が参加しました。主催者は日本大使館と 

北京日本人留学生社団、北京日本人会の三者。中 

心となったのは、各大学の留学生会の集まりである

留学生社団の皆さんで、今年のテーマは「未来へ 

つなぐ日中交流」でした。 

 木寺昌人大使や北京市人民対外友好協会 馬恵麗

副部長などの挨拶、新成人代表の挨拶、記念スライドショー、鏡開きに続き、ダンス、書

き初め、合唱等がステージ上で披露されました。日中の新成人の門出を祝う、賑やかな元

気あふれるアトラクションや歌により、会場は手拍

子と熱気に包まれました。 

 式も終わりに近づいた頃、スペシャルゲストと 

して俳優矢野浩二さんが会場に現れ、大きな拍手 

で迎えられました。「これまで多くの人に助けら 

れた。これまでいつも人を大切にしてきたが、こ 

れからもそうしていきたい」と熱っぽく新成人に 

語りかけ、その言葉は中国で活躍する矢野さんか 

ら若い人たちに贈る、まさにエール。 

 当日の受付、司会、運営全般は勿論、事前の 

準備、スポンサー集めなど数か月前から成人式実行委員会の学生たちは奔走。第 4 回とな

る今年の成人式、先輩から後輩へと受継がれてきた伝統行事だからこそ、一所懸命になれ

るのではないかと思いました。 

 当事務所は横浜市、仙台市などとともに事務所で作成した新潟 PRグッズを記念品の一つ

として新成人に配布しました。(近藤) 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告２ 

大使夫妻，矢野さんを囲んで 日中の代表による書き初め 
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中央経済工作会議開かれる 

 

 昨年１２月２０日、中央経済工作会議が北京で開かれた。この会議は毎年この時期に開

かれるもので、次年度の経済分野における方向性を定める中国共産党の経済方針である。

この会議で提起された方向に沿って、翌年の３月に開かれる全人代（全国人民代表大会）

は、この党の方針を具体化、政策化する。 

 現在の経済状況を党はどう見ているのかという点では大変興味深い。一口で言うなら、

党は経済に一定の自信を持っているが、改革は緒に就いたばかりで、手放しで楽観してい

るわけではないということだ。 

 国営通信社である新華社の報道によると、会議では「経済は全体的に安定し、農業生産

は再び増産を勝ち取り、構造調整が新たに進展し、改革・開放の度合いが強まり、人民の

生活が引き続き改善し、社会の大局が調和、安定した」として、経済の現状を肯定的に見

ている。しかしその反面、経済の現状を楽観視しているわけではなく、「経済に見られる下

振れ圧力、一部業種の深刻な生産能力過剰問題、難しさを増す食糧安全保障、マクロ債務

レベル持続的上昇、構造的就業矛盾の突出、生態環境の悪化、食品・薬品の品質懸念、芳

しくない社会治安状況など際立った問題に依然緩和が見られない」と警戒心を持っている

ことがわかる。 

 また世界経済については、「来年（２０１４年）、世界経済は依然ゆっくりとした回復が

続くとみられるが、不安定、不確実要素が存在し、新たな成長の原動力の源がまだ明確で

はなく、大国の金融政策や貿易・投資の構造、大口商品の価格変化動向にみな不確実性が

みられる」と認識している。日本政府は２０１４年の世界経済についてかなり楽観的な見

方をしているが、中国のほうが厳しい見方をしているようだ。 

 経済専門家の間では、当面の経済状況について見方の相違があり、比較的楽観論者もい

れば、現状を深刻に捉えている者もいる。しかし多くの専門家は、中国経済は底を脱して、

緩やかに上昇しつつあるとみている。中国はこれまでの輸出、外資導入、固定資産投資に

頼る成長モデルを、より内需に依存する新たなモデルに転換しなければ持続的発展はない

とし、産業構造を含めた経済構造の転換に向けすでに舵を切っている。ただ内需拡大には

時間がかかる。現実的には、中国経済の回復と安定的、持続的発展には、輸出の回復が必

要であり、内需としてはこれまで高度成長のけん引してきた新車販売の回復が不可欠だ。

その点では、２０１３年の貿易額（物の輸出入）が米国を抜いて世界一になったこと、新

車販売台数が２０００万台を突破し、５年連続世界１になったことは、中国にとっては明

るいニュースだ。 

 中国税関総署の発表によると、２０１３年の輸出入総額は対前年比７．６％増の４．１

６兆ドルで、米国を抜いて初めて世界の首位に立った。目標は対前年比８．０％増だった

ので、手放しでは喜べないが、２０１２年が対前年比６．２％増だったので、回復基調に

あると言える。貿易相手別では、ＥＵ向けが２．１％増と回復、米国向けも７．５％増と

まずまずだった。しかし日本向けはマイナス５．１％で前年に続いてダウンした。依然日

中関係の悪化が経済の足を引っ張っている。 

自動車工業協会の発表によると、２０１３年の新車販売台数は、対前年比１３．９％増

の２１９８万４１００台で、世界で初めて２０００万台の大台に乗った。中国の新車販売

は２０１０年までの１０年間２５％－３０％の伸びを見せていたが、２０１１年、２０１

西園寺 一晃先生の 
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【筆者プロフィール】 

西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏  

１９４４年生まれ 
● 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園

寺公望氏を曾祖父に持つ。 

● 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・日

中文化交流協会常任理事）の長男。 

● 北京大学経済学部卒業 

● 朝日新聞社に在籍中は，日中関係の調査研究室長な

どを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあたる。 

● 現在工学院大学客員教授，北京大学客員教授，伝媒

大学客員教授，北京城市大学客員教授 

２年の伸び率は５％を切り、低迷期に入っていた。それがここにきて二桁の伸びに回復し

たわけで、中国経済にとっては朗報と言える。潜在的需要と今後見込まれる消費者の収入

増で、新車販売は上昇を続けるだろう。マイナス成長の日中貿易の中で大善戦したのが日

本車販売である。トヨタ、日産、ホンダの大手３社はいずれも過去最高を記録した。トヨ

タは対前年比９．２％増の９２万台、日産は同１７．２％増の１２７万台、ホンダは２６．

４％増の７６万台であった。特に秋以降の販売台数が飛躍的に伸びた。その意味では、暮

れに行われた安倍首相の靖国神社参拝が２０１４年の日本車販売にどのような影響を与え

るか、心配要因だ。 

 そんな中、２０１３年の成長率が発表された。７．７％であった。全人代で決まった目

標は７．５％なので、上々の結果と言える。名目ＧＤＰは５６兆８８４５億元（約９８０

兆円）、日本のＧＤＰは４７２兆円（２０１２年）だから、日本の約２倍になったわけだ。

成長率の持ち直しの大きな要因は、内陸部の発展とそれに伴う消費の伸びである。人民元

高の傾向が続いているので、輸出が伸びているにもかかわらず、輸出の経済成長率に対す

る寄与度はマイナスだ。成長率に対し約半分の寄与をしたのが個人消費、ここ数年中国の

家計収入は１０％前後伸びている。物価上昇率は２％－３％だ。２０１３年の小売り売上

高は１３．１％増加した。車を筆頭に、携帯電話やスマートフォンなど通信機器販売の伸

びも急速だ。高度成長に取り残されてきた、内陸部農村地帯の都市化が一層進めば、工業

やサービス業が創出され、さらなる内需の掘り起こしが進むだろう。中国政府のある種の

自信はこのあたりが裏付けとなっている。 

 もちろん不安要素もあり、だからこそ政府は一面自信、一面危機感を持っている。当面

早急に処理しなければならないのは、膨らみつつある地方政府の「隠れ債務」問題だ。政

府はこれまで公的債務は対ＧＤＰ比１５％と言ってきたが、これは地方政府の債務は含ま

れていない。ところが中央・地方政府の実質債務は２０１３年６月現在で約３０兆元（約

５２０兆円）であることが判明した。対ＧＤＰ比５３％に当たる。国際的には対ＧＤＰ比

６０％以内なら許容範囲と言われているが、放置すれば雪だるま式に膨らむ。「影の銀行」

と呼ばれる不透明な金融システム問題とともに早急に解決する必要がある。悪化する環境

問題、手を付け始めたが抵抗に遭っている腐敗撲滅も、結果を出さなければ習近平体制の

威信が揺らぐ。 

 日本では習近平の評価は高くないようだが、北京の市民の間では結構人気が高い。経済

運営（李克強首相の専任事項）にしろ、腐敗撲滅にしろ、なかなかやるでないかと多くの

人は思っている。ただ外交となると点数は低い。近年、中国の経済を中心とする対外進出

は、各地でさまざまな摩擦を生んでいる。海洋でも東南アジアのいくつかの国と、南シナ

海の領海・領有権を巡り係争が続いているし、東シナ海では尖閣（中国名「釣魚島」）を巡

り、日本との対立はエスカレートしている。中国では「中国は発展し、強くなったので、

外に打って出て大いに権利を主張するのは当然だ」という意見がある一方で、「中国は依然

として発展途上国であり、多くの国々と

協調して行かなければこれ以上の発展は

難しい」という意見もある。かつて鄧小

平は「韜光養晦」（ひたすら腰を低くして、

物事を行う）という言葉を多用した。中

国はまだまだ発展途上で、弱いので、低

姿勢で各国から学び、協調して物事を行

うべきだと強調した。「毅然」と「謙虚」

をどう両立させるかだろうが、出る釘は

打たれるということもあり、実践面では
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なかなか難しい。 

 ともあれ、２０１４年は中国にとって試練の年となるだろう。産業構造の転換、金融改

革や内陸部農村地域の都市化などの改革が軌道に乗るか、腐敗撲滅が進むか、環境問題を

緩和させる糸口が見つかるか、米中の「新しい大国関係」が安定するかなど、問題は山積

だ。その中でも日中関係は何とかしないと危険なエスカレートが進んでしまう。昨年後半

はやっと緩和の雰囲気が出てきたが、安倍首相の靖国神社参拝でまた元に戻ってしまった。

中国の知日派たちは安倍政権に対し「米国は失望し、中国は絶望した」と言う。この日中

関係も今年はどう動くか、なお不透明である。（止） 

 

 

「春運」に“一票難求” 

  

 「春運」ってご存知ですか？「春運」とは、“春の運勢”ではなく、春節（旧正月）

前後の帰省ラッシュ特別輸送体制のことを言います。 春節のこの時期になると、テレビや

ラジオ、ニュースサイトなどには「春運」という言葉がよく出るようになり、それに関係

する物語も多く報道されます。私の中での「春運」と言えば“大変”という二文字が頭に

浮かびます。 

「春運」の歴史を遡ってみると、1950 年代から始まったそうで、1980 年代後期から 90

年代初期に出稼ぎ労働者の増加とともに、「春運」という呼称が確定したそうです。鉄道

部春節運輸記録によると、1950年代ごろ、春節前後 15日間の 1日平均旅客輸送量は最高で

90 万人、その後増加し続け、2003 年の旅客輸送量は 18.37 億人、2013 年の旅客輸送量は

34億人で、その変化はとても著しいです。 

今年の「春運」は 1月 16日から 2月 24日まで計 40日間続きます。中新網の 1月 14日

のニュースによると、今年の旅客輸送量は延べ 36.23 億人に達すると予測され、前年比 2

億人増の見通しだそうです。40日間で三十数億人の大移動って想像できますでしょうか。

これこそ、中国の「春運」です。 

「春運」期間中、鉄道は“安全で経済的、天気の影響を受けにくい”ということで、学

生や農民工、帰省者など多くの人々が利用する交通手段の一つとなります。 “一票難求”

（一枚の切符さえ入手困難）の状況を少しでも改善できないかと、鉄道切符予約購入サイ

ト「12306」のリニューアル、「支付宝」（アリペイ）決済導入、携帯電話を通じた購入窓

口開設、出稼ぎ労働者の団体購入条件緩和、大学 117校に自動券売機設置など、今年は色々

な新しい試みがありました。「12306」サイトの 1月 9日のクリック数は 144億回で、中国

人全員が 10回クリックしたことになり、その後、再び麻痺状態になったという報道もあり

ました。その日のネット販売枚数は 501 万枚で、昨年の最高記録 364 万枚を大きく上回り

ました。ネット購入はもはや乗客の最たる選択肢になったに違いありません。しかし、ネ

ット購入が難しいと言われている中で、「黄牛」という切符購入ソフトを使った「ダフ屋」

が 10 分間で 1245 枚の切符を大量に買い占めたことが大きな話題となり、多くの人たちが

驚き、嘆きました。 

1年に一度の大変な「春運」、行き場所はそれぞれ違いますが、早く帰りたい気持ちはみ

んな同じかもしれません。大晦日に家族団らんで、美味しいものを頂いたり、テレビを見

ながら会話を弾ませる楽しい様子が目に浮かびます。 

来年の「春運」には、少しでも多くの人々の切符購入が順調でありますようにと願いな

がら、皆さんも“春節快楽”！良い春節をお過ごし下さい。(李) 

 

 

北京スタッフ便り 
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■■お知らせ■■ 

 「ビジネス支援サービス」をご活用ください。 

 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行  

っています。お気軽にお問い合せください。 

 詳しくはこちらから 

 http://city.niigata.org.cn/business_support_service.htm 

 

 

 

「春運」駅に集まっている様子（ネットより） 

 

オートバイで帰省する人々（ネットより） 

 

 

 

 

素早く切符を購入できる十大攻略 
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